
協同組合　千葉県若人自立支援機構
１.自立資金貸付事業 400,000 円　@200,000円×2件＝400,000円２．住宅貸付事業 300,000 円　住宅提供者から住宅を借り上げ、無保証で施設出身者に貸し付ける。　@25,000円/月×12か月＝300,000円３．法務相談事業 100,000 円　法律専門家により、卒園者の各種の相談に応ずる。　@5,000円/時間×20時間＝100,000円４．インターンシップ事業 310,000 円　支援金＠5,000円×3日×20人＝300,000円 会議費　10,000円５．就職促進講座の開設 100,000 円　卒園予定者に対して就職先の会社を集めて、マッチングを試みる。　講師代＠２０,000円×1人＝20,000円　昼食代＠1,000×50人＝50,000円　図書券　＠1,000×30枚＝30,000円６．高校生向けの自立支援講座の開設 170,000 円　将来の自立に向けて基本的知識を身に着けさせるための講座を開設する。　講師謝金@20,000円×4人＝80,000円　昼食代＠1,000×50人＝50,000円　図書券　＠1,000×30枚＝30,000円　雑費　10,000円７．各種調査 30,000 円(1)就業先意向調査 10,000 円　就職先についての希望を調査し、インターンシップ事業及びマッチング事業に役立てる。(2)進学者の生活実態調査 10,000 円(3)第二回卒園後の状況調査 10,000 円　卒園後の実態を把握するために調査を行う。　入力解析費@1,000円/時間×１0時間＝10,000円事業費計 1,410,000 円

平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

内容

平成２７年度　事業計画

目標

転職が自立後の大きな危険となっていることに鑑み、本人の適性に合った就職先を確保するための諸事業を行う。　卒園予定者及び卒園後の者に対して緊急資金を貸し付ける。

　夏休中、在園高校生に対して本人の適性に合った仕事を見出すために各種の仕事を実体験させる。

　進学した者の資金需要等の実態調査を行い、事前に確保すべき資金、各種支援措置の必要性等の検討に資する。

資料３



【収支】（収入） （円）金額 摘要1　事業収入 938,0001.宿舎貸付事業 234,000 月額2.6万円×9カ月×1人360,000 月額3万円×12カ月×1人2.シンポジウム会費 44,000 @1,000×44人4.助成金 300,000 ピッコロ福祉基金3 事業外収入 360,0001.組合員会費収入 60,000 1万円×6口2.寄付金等収入 300,000合計 1,298,000（支出） （円）金額 摘要1　事業費 1,010,000２．住宅貸付事業 300,000３．法務相談事業 100,000４．インターンシップ事業 310,000５．就職促進講座の開設 100,000６．高校生向けの自立支援講座の開設 170,000７．各種調査 30,0002　一般管理費 144,000家賃 120,000 月額１万円×12カ月事務文具 3,000通信費 6,000支払手数料 5,000雑費 10,0003　予備費 144,000合計 1,298,000【資金】（貸付）自立資金貸付事業（新規貸付） 400,000（資金調達）資金調達計 400,000自立資金貸付事業（返済） 150,000 平成27年度返済予定金額長期借入金 250,000
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